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カ
ラ
ダ
を
張
っ
て
、
安
全
・
安
心
を
支
え
る

  
消
防
士
の
仕
事
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

◎
特
集
１



特集1 ● 消防士の仕事にズームイン！

❸　広報おかや 3月号

　

命
が
け
で
危
険
に
立
ち
向
か
い
、
火
災
・

事
故
・
災
害
な
ど
の
現
場
で
、人
命
救
助
や
消

火
活
動
に
当
た
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、消
防
士
。

彼
ら
の
不
断
の
努
力
と
活
躍
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た

ち
は
守
ら
れ
、
社
会
が
安
全
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
車
に
あ
こ
が
れ
る
子
ど
も
は
多
く
、
使
命
感

に
篤あ

つ

く
、
強

き
ょ
う

靱じ
ん

な
精
神
と
肉
体
を
持
つ
消
防
士
は
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
警
察
官
な
ど
と
並
ん
で
、
少
年
が

将
来
な
り
た
い
職
業
の
上
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
信
頼
を
寄
せ
る
職
業
で
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
消
防
団
活
動
な
ど
地
域
と
の
関
わ
り

も
深
い
一
方
で
、
消
防
士
の
実
際
の
仕
事
や
勤
務
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
月
は
、
消
防
署
の
仕
事
に
つ
い
て
、
ま

た
消
防
士
が
ど
の
よ
う
に
１
日
を
過
ご
す
の
か
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

春の火災予防運動  3月1日（月）～7日（日）
全国統一標語 「消えるまで  ゆっくり火の元  にらめっ子」

※
「
消
防
士
」
の
呼
び
名
は
、
消
防
職
員
の
総
称
と
し
て
一
般
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
正
確
に
は
消
防
士
は
消
防
職
員
の
な
か
の
階
級
の
ひ
と
つ
で
、

警
察
官
で
例
え
る
と「
巡
査
」に
相
当
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。



広報おかや 3月号　❹

特集1 ● 消防士の仕事にズームイン！

警
防
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

消
火
活
動
は
、

消
防
士
の
基
本

任
務
の
た
め
、

日
常
的
に
災
害

を
想
定
し
た
訓

練
を
行
い
、
技

術
の
習
得
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
確
立
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
動
時
の

活
動
を
円
滑
に

す
る
た
め
、
車

両
や
資
機
材
の
点
検
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

救
助
隊
は
、
消
防
隊
員
と
消
火
活
動
も
行
う
と
と
も

に
、
高
度
な
技
術
を
生
か
し
て
人
命
救
助
を
行
い
ま
す
。

　

予
防
活
動
は
、
住
民
の
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
に
、
学
校
、
地
域
、
企
業
な
ど
で
、
立
ち
入
り
検
査
、

防
災
指
導
、
消
防
訓
練
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
士
は
、
判
断
力
、
行
動
力
、
団
結
力
そ
し
て
体

力
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

【
１
１
９
番
っ
て
？
】

　

火
災
を
知
ら
せ
る
た
め
、
ま
た
は
救
助
や
救
急
車
の
要

請
に
必
要
な
緊
急
電
話
で
す
。

【
ど
こ
に
つ
な
が
る
の
？
】

　

市
内
の
固
定
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は
、
岡
谷
消

防
署
の「
通
信
指
令
室
」で
直
接
受
け
て
い
ま
す
。
携
帯
電

【
消
防
士
の
仕
事
っ
て
？
】

　

消
火
、
救
急
、
救
助
、
火
災
や
災
害
の
原
因
調
査
と
、

そ
の
予
防
の
た
め
の
指
導
や
広
報
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　

消
防
の
現
場
で
は
、
そ
れ
を
警
防
・
救
急
・
救
助
・
予

防
の
４
つ
に
大
別
し
て
い
ま
す
が
、
岡
谷
消
防
署
で
は
、

こ
れ
ら
の
業
務
を
、
警
防
課
と
庶
務
課（
消
防
課
）に
分
け

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
が
起
き
た
と
き
に
、
急
い
で
現
場
へ
か
け
つ
け
、

消
火
活
動
を
行
う
「
消
防
士
」、
災
害
現
場
で
人
命
救
助

に
当
た
る
「
救
助
隊
」、
け
が
人
や
急
病
人
を
病
院
へ
搬
送

す
る「
救
急
隊
」は
、
警
防
課
の
所
属
。

　

一
方
、
消
防
の
財
務
や
人
事
、
外
郭
団
体
と
の
連
携
や

各
種
事
務
手
続
き
、
設
備
や
資
機
材
の
管
理
な
ど
の
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
や
、
予
防
活
動
を
行
う
の
が
庶
務
課
で
す
。

　

消
防
署
員
の
勤

務
に
は
、
毎
日
勤

務
と
24
時
間
交
代

勤
務
が
あ
り
ま
す
。

　

現
場
活
動
を
担

う
警
防
課
の
職
員

は
、
24
時
間
体
制

で
、
つ
ね
に
緊
急

事
態
に
備
え
て
い

ま
す
。
火
災
や
救

急
・
救
助
の
通
報

を
受
信
し
、
各
隊

へ
出
動
指
令
を
出

す
通
信
指
令
室
も

教
え
て
！ 

消
防
士
さ
ん

話
や
高
速
道
路
の
電
話
な
ど
の
場
合
に
は
、
専
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
迅
速
な
転
送
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

通
信
指
令
室
で
は
衛
星
通
信
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
も
駆
使

し
、
気
象
や
地
震
の
情
報
も
正
し
く
把
握
。
出
動
指
令
、

出
動
隊
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
伝
達
の
時
間
短
縮
と
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
救
急
車
は
１
日
に
何
回
出
動
し
ま
す
か
？
】

　

昨
年
１
年
間
の
出

動
回
数
は
１
５
６
３

回
、
１
日
平
均
で
４
〜

５
回
く
ら
い
出
動
し
て

い
ま
す
。
救
急
車
は

緊
急
を
要
す
る
傷
病

者
を
病
院
へ
搬
送
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
応
急
処
置
の

ほ
か
に
医
療
行
為
が

行
え
る
救
急
救
命
士

が
乗
車
し
て
い
ま
す
。
緊
急
性
の
低
い
人
の
と
こ
ろ
に
出

動
し
て
し
ま
う
と
、
真
に
救
急
医
療
を
必
要
と
す
る
人
が

救
え
な
い
場
合
も
で
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
病
気
や
け
が

の
場
合
で
も
、
緊
急
で
な
い
と
き
に
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

で
病
院
へ
行
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
火
事
は
ど
ん
な

と
き
に
起
き
て
い

ま
す
か
？
】

　

昨
年
１
年
間
に
市

内
で
は
、
20
件
の
火

災
が
あ
り
ま
し
た
。

月
別
に
は
、
３
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
件

数
が
増
加
し
ま
す
。

※
写
真
は
長
地
小
３
年
生
の
消
防
署
見
学
の
よ
う
す

救急車内処置



❺　広報おかや 3月号

特集1 ● 消防士の仕事にズームイン！

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
、
山
火
事
に
も
要
注
意
で

す
。
１
週
間
で
見
る
と
、
日
曜
日
の
夜
中
、
午
前
０
時
か

ら
３
時
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
岡
谷
消
防
署
に
消
防
車
は
何
台
あ
り
ま
す
か
？
】

　

現
場
で
指
揮
を
と
る
指
令
車
、
水
を
積
載
し
た
タ
ン
ク

車
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
や
川
な
ど
か
ら
水
を
吸
い
上
げ

て
放
水
す
る
ポ
ン
プ
車
、
救
助
の
道
具
を
満
載
し
た
救
助

工
作
車
、
高
層
の
建
物
や
高
地
に
威
力
を
発
揮
す
る
は
し

ご
車
。
一
般
的
な
消
防
車
は
こ
の
５
台
で
す
。
ほ
か
に
、

広
報
車
や
バ
イ
ク
、
そ
し
て
救
急
車
が
３
台
あ
り
ま
す
。

【
火
事
の
現
場
に
行
く
ま
で
の
時
間
と

消
火
に
か
か
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？
】

　

通
報
が
入
る
と
す
ぐ
に
出
動
し
、
詳
し
い
場
所
は
無
線

で
確
認
。
管
轄
区
域
の
な
か
で
あ
れ
ば
、
出
動
か
ら
だ
い

た
い
５
分
以
内
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
現
場
に
か
け
つ

け
ま
す
。
消
火
時
間
は
火
災
の
規
模
に
よ
り
ま
す
が
、
５

分
程
度
か
ら
20
〜
30
分
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

消
防
服
８
変へ

ん

化げ 

消
防
士
は
、
目
的
や
用
途
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
衣
服
を
着
用
し
ま
す
。

活動服
署内でのデスクワークなどに。火
災に出動するときは、このうえか
ら防火服を着用します。

救急服　
救急隊が着用。救急車に乗って出動
します。火災の場合や出動が重なっ
たときなどは、救助隊が救助服のうえ
に感染防護服を着用して応援します。

救助服　
火災や災害、交通事故などの救助
に。待機中もすぐ出動できるよう
に着用して訓練などを実施します。

制服
消防士の正装。立ち入り検査の際
などに着用します。

特殊防火衣
大型火災時に、火炎の最前線で
消火活動をします。

水難救助用ウエットスーツ
 + 流水用救命胴衣
専用の救命胴衣には、優れた救
助のための機能があります。

防火服
消火作業用。難燃繊維とグラスフ
ァイバーでできています。ポケット
には手袋やライトも。消防車の車
庫に常備されています。

陽圧式化学防護服
（トレーニング用）
毒ガスやウイルスなどの吸引、感
染、付着を防ぎます。

水難救助用ウエットトトス ツ

が着用 救急車に乗っ 服　

火服
作業 難燃繊維とグ



特集1 ● 消防士の仕事にズームイン！

広報おかや 3月号　❻

消
防
士（
警
防
課
）の
拘
束
時
間
は「
24
時
間
」。
そ
の
な
か
に
は
食
事
や
休
憩
、
仮
眠
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
が
、

ど
ん
な
と
き
で
も
出
動
が
最
優
先
。
何
を
し
て
い
て
も「
通
報
が
入
れ
ば
、
す
ぐ
に
出
動
」の
態
勢
で
丸
１
日
を
過
ご
し
ま
す
。

消
防
士
の
１
日

８
時
30
分  

出
勤
、
引
継
ぎ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

９
時
〜 

車
両
や
機
材
の
点
検
後
、
立
ち
入
り
検
査
、

 

消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
点
検　

な
ど

正
午 

昼
食（
弁
当
）

１
時
〜 

事
務
仕
事
、
消
防
訓
練
指
導
、
救
命
講
習
会
、

　
　
　
　
　

救
急
・
救
助
訓
練

５
時 

 

車
庫
点
検
、
閉
錠

６
時 

夕
食
準
備

６
時
30
分 

夕
食

午後 午前正午

文化財防火デー
1月26日の文化財防火デーには、市内の近代化産業遺
産「旧林家住宅」で、地域のみなさんと防火訓練を行い
ました

短距離ダッシュ
「後輩には負けられません！」
「若さでがんばります！」

救命講習会
救急車が到着するまでのわずかな時間に、家族や発見
者が適切な心肺蘇生法や応急手当を行うことにより、市
民の救命率の向上が期待できます。そのため「救命講
習会」の実施は消防署の大切な仕事の１つです。

ロープ登はん訓練
「塔上から垂らしたロープを手だけを使って登
はん。安全に、確実に、早く登はんできるよ
うに繰り返し練習します。」

　

人
命
救
助
や
消
火
活
動
な
ど
の
激
務
に
耐
え
る
消
防
士

に
と
っ
て
、
心
身
、
と
く
に
体
力
を
保
持
す
る
こ
と
は
重

要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
。
そ
の
た
め
、
つ
ね
に
健
康
管
理
と

体
力
作
り
を
心
が
け
、
早
く
安
全
に
正
確
に
行
動
で
き
る

よ
う
、
日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。



特集1 ● 消防士の仕事にズームイン！

❼　広報おかや 3月号

　

勤
務
が
24
時
間
に
お
よ
ぶ
こ
と
か
ら
、
消

防
署
の
職
場
環
境
は
、
共
同
生
活
の
場
と
い

う
側
面
も
併
せ
持
ち
ま
す
。
雰
囲
気
は
一
見
、

体
育
会
の
合
宿
の
よ
う
。
訓
練
以
外
で
も
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設
備
な
ど
を
使
っ
て
身
体
を

鍛
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【栄冠！】
　昭和47年から毎年行われている「全国消防救助技
術大会」は、全国の消防救助隊員が一堂に会し、規定
の訓練種目で、正確性、スピード、安全性などを競う
大会です。大会に向けて、高度な救助技術を学び、日々
鍛錬を積むことで、体力、精神力、技術力を養い、
市民の期待に力強く応える救助隊員を育成していま
す。昨年、県大会を突破して全国大会に出場した岡
谷消防署の救助隊は、団体種目のひとつでみごと優
秀賞にも輝きました。

７
時 

事
務
処
理
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

10
時
〜 
仮
眠

 
 

途
中
交
代
で
夜
勤

６
時
30
分 

起
床
、
清
掃
、

　
　
　
　
　

引
継
ぎ
書
の
作
成

８
時
30
分 

引
継
ぎ
、
帰
宅 

午前

コック隊？活躍中
「勤務中は、つねに出動に備えて
いるため、休憩時間であっても自
由な外出や外食はできません。夕
食前になると当番は手早く買いも
のへ。署内のキッチンでは、こう
して毎晩夕飯が作られます。毎日
ですからね、消防士の料理の腕前は、なかなかの
ものですよ。ボリュームはもちろん、最近では栄
養バランスも考慮して、さまざまなメニューが登場
しています。この日のメニューは、ごはん、みそ汁、
とりの唐揚げ、マカロニサラダ…絶品でした。」

仮眠室
仮眠中でも通報が入れば、即出動！

ベンチプレスで筋力アップ！　

大会での岡谷消防署救助隊員

　

火
災
や
救
急
で
出
動
す
る
以
外
で
も
、
仕
事

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
書
類
整
理
や
報
告
書

作
成
な
ど
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
も
多
く
、
ま
た
、

火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
災
害
時
の

被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め
の
防

火
・
防
災
活
動
や
、
地
域
に
お
け
る
各
種
消
防

施
設
の
点
検
な
ど
も
行
い
ま
す
。

深夜



広報おかや 3月号　❽

特集1 ● 消防士の仕事にズームイン！

消火器は安全に使用しましょう
　「消火器」は、いざという時に頼りになる消火器具です。適正に
保管し、正しい操作をすれば、誰でも安全に使用することができま
す。消火器の破裂事故などを起こさないために、消火器の点検ポ
イントを紹介します。

老朽消火器は絶対に作動させないでください！！
家庭用消火器安全チェック
①本体・キャップにゆるみ、サビ、変形、塗装の
　　　剥

はく

離
り

はありませんか？
　　　　②有効年数は過ぎていませんか？
　　　　③高温・多湿な場所や屋外に置いてい
　　　　　ませんか？

【ポイント１】
　本体の底を見落とさないようにし、異常や変形がないか、日頃か
ら点検を心がけましょう。

【ポイント２】
　消火器は工業製品ですので経年劣化します。有効年数は消火器
本体にラベル表示されています。一般家庭用の粉末消火器は５年
を目安に、また簡易的なスプレータイプ（エアゾール式簡易消火具）
は３年を目安に新しい消火器に替えることをお勧めします。

【ポイント３】
　消火器は大きな圧力に耐えるよう金属（鉄やステンレス）で作られ
ています。常時水がかかったり、腐食性のガスが発生するような場
所に置いておくと、本体が痛みやすくなります。火を使う所に近過
ぎず、水のかからない場所を選んで設置してください。

古い消火器の処分
　古い消火器の処分は、環境大臣の認定を受
けた「産業廃棄物処理業者」または「広域認定
廃棄物処理者」でないと行えません。
　個人では絶対に古い消火器を作動させたり、
分解しないでください。
　また今年から、古い消火器のリサイクルシス
テムが始まります（電気製品などと同じように、
古い消火器の引き取りは原則有料です）。
※詳しくは消火器リサイクル推進センターのホームペ
　ージ（http://www.ferpc.jp/）をごらんください。

【処分方法】
①新しい消火器を購入する際に、販売店に相
談する。
②古い消火器を処分する場合は、消火器を買っ
た販売店か代理店、メーカーに依頼するのが
原則です。

　消火器について不明点がありましたら、買
い求めたお店、または岡谷消防署にお問い合
わせください。
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※処分料は概ね500円～1,000円程度ですが、消
火器の大きさ、また業者によって違います。

※簡易なスプレータイプのエアゾール式簡易消火具
は引き取りの対象となりません（構造は一般のスプ
レー缶と同じなので、自分で処理できる場合もあ
りますが、製品によって方法が異なるので、買っ
たお店や製造メーカーにお問い合わせください）。

消防署からおしらせ

★ 住宅用火災警報器を設置しましょう！！ ★


